
第 3章 入力検索システム

3-1 システム設計の前提

入力検索システム NRDF2は、先に開発された同様のシステムNRD F l'ζ基いて設計されたo

NRDF1から NRDF2への仕様の改訂において大きく変化した点は、

① システム内部でのデータの表現

② データ聞の関連づけ

の2点であるO いずれも NRDF2への移行において、基礎になる概念、を単純化するととによって

多様な入力データへの対応をはかる乙とを目指した。システム内部でのデータ表現に関しては、デ

ータの com p i 1 a t i onとinterpretationという概念を導入し、データのとりあっかい方によ

って異なる表現のしかたをする。とれによってファイノレ内ではいくつかの異なる様相をもっ部分が

現われるO

またデータ聞の関連づけのために集合概念が利用されたO 乙のととによって、核データの多様性

の一部を吸収すると同時にファイノレの自己発展のための基礎を与えた。

3 -1 -1 c om p i 1 e rから in te r p r e t e rへ

NRDF1では compi1 er方式をとっていた。(図 3-1-1・A) 

戸部形式デ汁一lcompiler I-~竺ご二3

管理Jステム|版換 r民j
図3-1-1'A |検索|

c ompi 1 er方式とは、外部形式の入力データをすべて内部形式に変換し内部形式データの中

からその一部を索引のための情報としてとり出して登録するものであるO 乙の場合、検索を行な

って結果を出力するためには内部形式から外部形式への逆変換が必要である。 compilerは外

部形式、内部形式、 Key項目、形式変換規則に関する情報をもっ必要があるO データを内部形式

に変換すればシステムにとってデータ処理は容易となり、したがって検索も容易であるが、主た

る検索の手がかりとしない情報をも一様に内部形式に変えるととは、 2次記憶域の使用効率と形

式変換のプロセスを必要とする点でマイナスであるO 一般にある規則で code化された情報を

explicitなデータ構造の形に展開するととは、個別のデータ構造の中に埋め込まれた規則情報

の分だけ記憶域を多くとるo N RDF 1はこの欠点を明らかにした。
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乙れに対しNRDF2では in t e r pr e t e r方式をとる乙とにした。

interpreter方式 とは次のようなものであるoC図3-1ー1・B) 

|管理システム|

図 3-1-1・B

一定の外部形式で与えられたデータを in t e r pr e te rが読み込久与えられた文法にしたがっ

て内容を解釈し、指定されたkey項目に関する情報のみを抽出しとれをくkey項目-key値>の

対の形をした内部形式に変換して項目ごとの索ヲIC inverted table)へ登録するO また読み

込んだデータは文法チェックのあと変換なしに textdataとしてファイノレに追加登録する。

interpreterのもつ情報は外部形式(文法)とkey項目の種類及び索引のための内部形式であ

る。

interpreter方式は、必要最小限の情報のみをrc omp i le Jして検索のための内部形式に

変えるため、フォーマットの異なるデータの受理に際して、 key情報の抽出さえできればよく、

compi ler方式のようにすべてのデータを内部形式に変換するという強い条件がつかず抵抗が

少なくなるO また必要に応じて部分的に他の内部形式へ変換していく自由度を残しているO 乙れ

は実行時に textdataの解釈をしながら判断したりデータ操作をしたりすることを意味し、実行

速度の低下を無視すれば、 interpreterの媒介によって、すでに内部形式で情報が存在してい

るcompiler方式の場合のような処理手順と表面的には同じ手続きを実行することになるO

interpreter方式と compiler方式をまとめて比較すると次のようになる O

interpreter方式 c ompi 1 e r方式

使用する 2次記憶域 少ない 多い

情報操作 遅い 早い

key項目以外の検索 遅い 早い

処理プログラムの大きさ 小さい 大きい

異種のフォーマットに対して 抵抗が小さい 抵抗が大きい

結局NRDF2で格納されている情報は、 commen t文として補足的に使う free text 

(自然語)と、 syntaxと codeで規制された coded informa ti onおよびその一部を ex-

plicitなデータ構造に展開した compiledinformationの3段階の様相をもフているO
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free text はman-orientedな情報で、現実世界のできごとを記述するための強力な表現

力をもっているO しかしまた反面，一意性やd情報密度が犠牲にされているoC 0 de d i no f 0 r m a t i -

onは人工語であるという点で人間とのよい interfaceをもち、同時に定義が厳密であるとい

う点で機械にもよくなじむo compiled information はcod e d i n f 0 r m a t i 0 n において

文法によって一次泊句なひろがりの中に圧縮されている「意味Jを tableや 1i s tなどのデータ

構造の形に変換したもので、機械によるデータ操作のための最適化が可能であるO 乙れは ma一

chi rie -or i en tedな情報である O

free text型の情報(あるいは学術論文〉から coded informationへの変換は，研究者が

入力データをいかに作成するかという人間の側の技術的問題であり、 coded i nf orma ti onの

型式すなわち入力フォーマットを定める場合にはとの変換による情報洩れや人工語としての表現

力の問題が重要となる。乙れに対してcoded.informationから com p i 1 e d i n f 0 r m a ti on 

べの変換はシステム開発の技術上の核心であるo coded informationからどの範囲の、どの

位の深さの内容をどのようなデータ構造に変えるのかというととが、システムの性格を決定する O

interpreter方式とは、乙の問題に対して coded informationの全部ではなく， keyとな

るべき一部の情報を索引構造の中に転写しようという一つの方針をとるととを示すものである O

したがってkey項目の選択、索引構造の詳細については別途とれを考慮する必要があるo com-

piled informationの型式の設定は、データ構造としてシステム内での情報検索戦略の裏付

けとなるべきもので、質問文からはじまって目的データに至るまでの情報から情報への経路を準

イ庸するととである。

3-1-2 データ間の関連と data set 

核反応デー夕、とりわけ荷電粒子核反応データは、反応様式の多様性を反映して多くの種類の

データをその中に含む。したがって乙れを収容するファイノレには適応性と記述能力が特に要求さ

れるO また、多種多様なデータでありながら、乙れを計算機独自の表現によらずに、しかも簡単

にとりあっかえる形で保持するという乙とは、研究活動の自然な延長としての情報活動を考える

時、学術情報にとって基本的な要求である。しかし核反応データの場合、それが多様であっても、

単位となる情報はいつもひとつのデータテーブノレであって文献情報などと同じように比較的はっ

きりしているO 異る点は、実際上の単位情報は乙のデータテーブlレに各種の(非数値的な〉情報

を加えたもので、乙の付加情報とデータテープノレの、場合によってはネットワーク的な、結びつ

きが一種の情報構造を与えているというととであるO との点を糸口としてNRDF2のファイノレ

構成が行なわれる。

一回の核反応実験から得られるデータは、いくつかのデータテープノレの形にまとめられる。乙

れらのデータテーブノレおよび関連する情報の集まりを data s t reamと呼ぶo data stream 
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はいくつかのdatasetの集合である。 datasetとはひとつのデータテーブルとそれに関連

する情報の集合であって、その要素は sect i onと呼ばれるosectionには、データテープル

本体のDATAsec t i on、書誌情報をもっBIB sec t i onおよび実験方法に関する情報をもっ

EXP sectionの8種類があるodata streamの中で複数個のdatasetが sectionを

共有してもよい。たとえば、 B1 B sectionは通常 1data stream中にひとつしかなく、

data strearn中のすべてのdataset に共有される。入力にあたって各sectionはその種

別と帰属する datasetの識別番号を先頭iζ表示するosectionはさらに subsectionの

集合であるosub section にはdescription sub sectionとdatasub section の

2種類があり、各々その記述の f0 rma t を異lとしているO

description sub section は、

<項目>=<値>:文はく項目>=c<値>，<値>，...・H ・..); 
という形式で非数値的情報を記録している。との形式を sta temen tという Oいくつかの sta-

temen tを(と〉でくくるととや、 associatorC logical pointer)を用いて相互に関連

づけをするととができる。また、/持と持/ではさまれた freetextを commen tとして記

録するとともできる。

data sub section はcolumn freeな数値データテーフツレで、各数値は可変長であってず

空白で区切られていればよ心、。

とのように、データファイノレとは表(データテーブjレ〉の集まりであって、検索はその中から

希望する一部の表をとり出すととにほかならない。(図 3-1-2・A)しかし厳密には数値だ

けからなる表では、その表の意味内容が何であるのかを示すという自己説明性に欠けるため、表

に、書誌事項などの付加情報を合わせてひとつの集合としたものをdata se tとしてとりあっ

かいの単位にする。したがって同じ条件の下で実験が行なわれた複数個の表は、実験条件の sec-

t i on、EXPsec ti onを互いに共有する複数のdata setとなる O とれは、 intersection

をもちうる集合の集まりとしてデータファイノレをとらえるものである O 乙のようなデータファイ

jレでは、異なる表の間の関連は、それらの表を核とする datasetがその外縁に何らかの共

通部分(intersection )をもっという形で表現されるoC図3-1-2・B) 

図3-1-2・A
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検索
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図3-1→ 2・B
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3-2 ファイノレの構成

NRDF2では、 X1、X2、X3という 3種のファイノレをもっている。 Xlは、入力された情

報を section単位で、 inpu t imageのまま格納じたもので、可変長レコードである。 X2は、

data'setの集合であるo実際には、各datasetがsecti onの集合であるため、対応するX1

の要素Csec t i on )へのpointerの組でひとつのdatasetを論理的に表わしているodata 

setは検索の targetとなるものであって、データ利用者は、 data se tの全集合であるとのX2

ファイノレのみを意識すればよい。 X3はX2を検索するための各種索引である。索引は、data set 

中の非数値的情報の中から、システムの定める項目(key項目〉についての対応する値にもとづい

て作られる。 X3を構成する要素は、 key{i査とそれに対応するX2の部分集合である O 乙の部分集

合は、実際にはX2へのpointerの組で表わされている。 X3はX2をその内容にもとづいて分

類した情報という意味で、 X2!と対する部分転置ファイノレであるO 同様にX2はX1!乙対する部分

転置ファイノレとしてとらえるととができるo X 1、X2、X3の関係を図 3-2!乙示すO

すなわち、 sectionの集合X1を基底集合とした部分集合族がX2であり、 X2を基底集合と

した部分集合族が索引X3であるO データ利用者の論理的な視野を規定するX2を中心にとらえれ

ば、 X1はデータの実体を収容しており、 X3はデータの分類を与えているのである O 乙のような

ファイノレ構成に対してシステムは、データ入力時には、入力されたデータを適宜X1、X2、X3

にふり分ける。またデータ検索時には、データ利用者のX2上での探索のために、必要な時点でシ

ステムが自動的にX1、X3を参照して、要求されたデータを取り出すO
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図3-2

X3 
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3-3検索

NRDF2において検索操作とは、希望する条件を満たすデータテーブノレを探し、とり出す乙と

であるO ととでデータテーブルとは実際には、表とその表に関係する非数値的情報をワンセットにし

たdatasetであって、乙のdatasetの集合であるファイノレX2が検索の主な舞台となる O

検索の操作はしたがってX2からひとつの部分集合をとりだすととであり、とのとき望みの部分

集合を得るために利用されるのがX3である。また最終的にとり出すべきデータ本体はX1 ~ζ格納

されているo X 3は検索する者にとってはファイ Jレの分解能を与える役割をもっている。すなわち、

大雑把な分類しかもたない indexでは粗っぽい検索しかできず、詳細にわたる情報にもとづく in-

dexは精密な検索操作を保障するO

ファイ lレに対する質問は:

<論理式>=<集合名>;

の形式で与えられ、<論理式>は CATH=A. BOD)のようにkey項目とその指定する値を関

係演算子，>= e tcでつないだものを要素として任意の論理条件を組合わせるととができるO
<集合名>はく論理式>で指定された条件にもとづいて検索を行ない、その結果として得られる

datasetのひとつの集合に付ける名前で、乙の名前の下に一時記憶域に結果が格納されるo ゃ

く集合名>は省略可能で各々省略時解釈が適用されるO

との質問から得られる結果は一時記憶域とは別に常に、 set regi sterと呼ばれる特別の作業

領域に保持され、とれを媒介lζデータファイ jレと検索結果ファイ jレとの間の情報の受けわたしが行

なわれる。(図3-3)
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図3-3
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なお検索操作の問、論理式などによってとり出されたデータの集合は常にデータの addressの

集合であってデータそのものではない。乙のデータ本体は、最終的な出力命令DrSPLAYが発せ

られた時、はじめてX2とX3を参照してとり出す乙とができる。また噛論理式中で与えられる

AND、OR等の演算はそのつど集合演算としてとりあつかわれる。すなわち、 set register 

の上ではもっぱら集合演算が行なわれその結果として集合が残る O

3-4 システムの構成

NRDF2においてのシステムの基本動作とは、図 3-4・Aのように、人間側から与えられた

外部形式データを受けとり、とれを解釈・解析し内部形式データに変換し、乙の内部形式データに

よってファイノレへの各種の作用を及ぼすというものである。

図3-4.A

〈外部形式デーの→|解釈/解析|→(肉部形式デ←タ〉→|件 用|→ ε三~

乙とで、データ入力時においては ζの基本的動作は、入力データの解釈と分類、各種内部データ

の生成、さらにX1... X2、X3の各種ファイノレの更新となる。また、データの検索時には、検索

命令の解析と基本命令への変換、そしてその基本命令の実行によるファイノレの参照・とり出しとな

る。

図3-4・Bにデータ入力およびデータ検索のためのシステム構成と、主なデータの流れを示すO
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図8中 4:!'B システム構成

set register 
set register 
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(データ構成) (索 引〉

〈検索結果〉

基本操作命令列

吟索命令
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8司会ー 1 データ入力

データ入力時においてはまず、データ解釈ルーチンが起動され、 computer readable 

formatで書かれた入力データを読み込む。との時に、文法上の checkを行ない、 もしデー

タに文法エラ『があれば、それについての診断情報を出力する。また、システム内で指定された

key項目リストを参照しながら、 key項目についての値の記述があれば、それを抽出してkey情

報リストを生成する。さらに、入力データの各 secti onどとに表わされたdata setの構成に

ついての情報を抜き出して、 sectionとdatasetとの聞のn. mの(多対多の〉対応関係情

報リストを作る。最后にシステムは、入力データを sectionごとにちぎって分解し、データ本

体の登録にそなえる。

次に解釈jレーチンが生成した各種の情報にもとづいて各ファイ Jレの更新に入る。

まず、抽出されたkey情報のリストにもとづいてとのリストの分だけ索引に追加すべく、索引

更新jレーチンを起動して索引ファイルX3の更新を行なう。データ構成情報は各data se tがど

の secti onから構成されているかを表わしており、乙れにもとづいて、ファイ JレX2を更新す

る。さらに、 sectionごとにちぎられた、文字列のままのデータ本体が、ファイ JレX1 fC::追加さ

れる。

3-4-2 データ検索

検索命令が与えられた時には、検索命令解析Jレーチンによって、命令の形式のcheckのあと、

ひとつの検索命令をいくつかの基本的な操作命令の列に変換する。との時の基本操作命令には、

key値指定に対する索引走査、 workfile操作、 set register操作、 datasetの展開、

および出力のためのデータ本体参照操作がある。

乙れらの基本操作命令列を、命令解釈実行Jレーチンが、順次読み込んで実行する。索引走査の

際にはファイ jレX3が調べられ、指定された条件にかなう datasetの集合(add res sの集合)

がとり出されるowork f i 1 e 、 se t r eg i s t e rは、 X3からとり出された address集合の

一時保存のための場所として使われ~各集合は名前をつけて参照される。

検索結果の最終的な出力を行なうために、各datasetがどの sectionから構成されている

のかを調べる必要がある。とのために、データ構成情報の集まりであるファイ JレX2が参照され、

data setごとに構成 sectionのaddressが得られる。さらに、乙の addressをもとにし

て、データ本体が文字のまま格納されているファイルX1の中から各 sectionをとり出して、

出力にそなえる。とうして、 X3→X2→X1と順次たどるととによって、指定した条件を満た

すdatasetをLine-Printer上に文字の形で出力するととができるようになる。またwork

f i 1 e 、 set regi s terは、最終出力に至る途中でのさまざまな途中結果をメモがわりにとっ

ておくために利用される。
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